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阿智村教育委員会 令和４年 10月定例会会議録 

 

○ 会議日時 令和４年 10月４日(火) 午後 1時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村中央公民館会議室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：原 勝人 

委 員：塚田宏子 委員：熊谷 均 

（欠席）委員：熊谷 歩 

【事務局】 

教育次長：川上 悟（全体進行）公民館兼社会教育係長：井原祐次  

学校教育専門主事：原 康倫 学校教育専門主事：川上清宏 

学校教育専門主事：佐々木豊 英語教育専門員：両角明浩 

保育園総園長：原 満 子育て支援室長：島岡佐喜子 

（欠席）学校教育係：沖村信繁 英語教育専門員：両角明浩 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 ・教育委員会のこれからについて 

・新高校入試制度について 

 ・10月教育委員会関係スケジュールについて 

  

３ 新任教育委員あいさつ 

・塚田 宏子委員 

 

４ 議事事項 

 (1) 後援申請 

  ①ＳＹＭＳ冬の大作戦イルミネーション（教育次長説明） 

   ・承認 

②くにたちコンサート 2023（教育次長 説明） 

   ・承認 

 

５ 協議事項 

（1）阿智村６次総合計画（後期）教育委員会関係計画について 

 ①「地域で育む子育て支援」について（子育て支援室長説明） 

（原 勝人委員） 

   子どもの居場所づくり等教育委員会としていろんな施策を考えていただいてい
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ますが、そこには限界があろうかと思います。今、私自身が考えているのは民間の

力を上手に引き出し連携してやっていくのがこれから大事になってくると思って

います。非常に忙しい対応の中で委託できる所があれば委託するとかの視野を入れ

て考えていくのが良いと思います。子どもの貧困の標記がなされてきており大事な

問題だと思っています。公民館のコロナの緩和に伴って事業が再開されて私自身非

常に大事だし、教育委員会としても全面的にバックアップとかではなく大事に支援

したり見守っていったりしていく必要があろうかと思っています。なにかこどもの

貧困とかで対応しているものがあればお願いします。意見です。 

（子育て支援室長） 

    現在こどもの貧困での動きは計画の作成ですが、国や県から子どもの生活実態調

査という無作為抽出アンケートの対応をしています。それは阿智村だけのデータだ

けでなく長野県のデータになるので、各家庭に貧困調査をお願いして県や国に報告

しています。南信州広域連合では事業の研究や勉強をしたり、フードバンク事業に

も協力して、お困りのご家庭にお配りしたりしています。 

 ②「子どもが健やかに育つ保育園」について（保育園総園長説明） 

 ③「社会教育の充実」「スポーツで育む健康、交流」「文化活動と地域文化の振興」  

について（社会教育係長説明） 

   (原 勝人委員) 

文化スポーツの振興に関わってコロナ禍の影響が非常に大きいことを実感して

います。中学校体育館の利用数が大きく減少したのはコロナによって活動が止ま

ってしまったこと、再開する力が残っていない状況を文化団体やスポーツ団体を

見ていて実感しているところです。ここは村の施策としてしっかりとバックアッ

プしたり振興を支援していくことがかなり大事だと思っています。それが阿智祭

のステージ数にも体育館の利用数にも影響してくると思います。内容というより

は、後期の施策の大きな柱としてコロナ禍やコロナ後の活動を支える施策をしっ

かり打っていただきたい。 

  （塚田 宏子委員） 

いろいろな会がありますがコロナ禍で中止になってしまっており再開に向け

努力していくことが大事である。 

（熊谷 均委員） 

スキークラブではチャレンジゆうＡｃｈｉから子どもの指導依頼があるが

年々参加者が減って寂しくなっている。 

（社会教育係長） 

    小さくても大会や発表の機会を作ればそれに向けて再開する団体もあるかも

しれない。スポーツ団体、文化団体を支援していきたい。 

（熊谷 均委員） 

    インフルエンザもそうだが、コロナもなくなっていくわけではないので、イン

フルエンザと同じようにコロナウイルスとも向き合っていくことになる。コロナ

禍において感染分離の状態になっているが、いずれインフルエンザのようにワク
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チンを打ちながら同じような方向になっていくのではないか。 

③「明日を生きる力を育む学校教育（学校教育）」 

「明日を生きる力を育む学校教育（阿智高校の存続と発展）」について 

（教育次長 説明） 

 （教育長） 

   今まで小学校の在り方については「研究」をするという表現をしてきたが、出生

数が 60～70人くらいだったのが 40人を割る状態になっており、後期計画では研究

を「検討」に切り替えていく。 

（2）2023年「子ども第三の居場所」事業募集について（教育長 説明） 

（3）その他 

 

６ 報告・連絡事項 

 (1) 各係より 

①諏訪清陵付属中学校視察について（教育次長説明）  

②伍和公民館建設準備委員会について（社会教育係長説明） 

③公民館関係各種行事について（社会教育係長説明） 

④日本福祉大学自治体推薦入試面接試験について（教育次長説明） 

⑤県町村教育委員会連絡協議会研修会について（教育次長説明） 

⑥飯伊市町村教育委員会連絡協議会秋季研修会について（教育次長説明） 

 (2) 11月定例教育委員会開催日 11月 15日（火）午後１時 30分より 

  (3) その他 

 

７ 閉会                        

（閉会 午後３時 15 分） 

         

              教育長・教育委員 署名／捺印 

 

 

 


